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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １２ 

令和 ４年 ８月 ２５日 

午前・午後 １１時 ２５分    

議会名 令和 4 年 第 5 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 19 番 小暮博志     

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

1． 佐野市人口ビジョンに

ついて  

（1） 佐野市人口ビジョンの

検証について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  15 歳から 64 歳までの生産年齢人口におい

て、人口推計では約 10，100 人の減に対し、

国勢調査における人口は約 9，000 人の減と

減少幅が小さくなっていました。この理由に

ついて、当局の見解をお聞きします。（表

1，表 3） 

 

②  佐野市は工業団地の造成を進めてきました

が、工業団地の造成による人口増の効果とし

て、どの様に捉えられているか。 

 

③  65 歳以上の老年人口において、人口推計

では約 5，600 人の増に対し、国勢調査にお

ける人口は約 6，300 人の増と増加幅が大き

くなっていました。この理由について、当局

の見解をお聞きします。（表 1、表 3） 

 

④  年少人口の推計値ですが、2つの計算法に

おいて、年少人口に差の生じている理由とし

て、出生率と他に何が影響しているのか、当

局の見解をお聞きします。（表 2、表 3） 
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（2） 2020 年の国勢調査を元

にした人口ビジョン改

訂版について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 圃場整備事業に関して 

（1） 農地の集積、集約化につ

いて 

 

 

 

 

（2）道路、水路、排水路の維

持管理について 

①  佐野市の総人口の低下を国と比較したとき、

2020 年から 2030 年の初期において、大きな差が

みられます。その理由について、当局の見解を

お聞きします。（図 1） 

 

②  出生率向上に当たり、今後、考えられる方向

性や考えが有るのかお聞きします。（図 2） 

 

③  合計特殊出生率の向上に代わり、全国レベル

まで年少人口を向上する方法が考えられない

か、当局の見解をお聞きします。（図 2） 

 

④  佐野市の老年人口比率が 2020 年レベルに留ま

り、全国レベルの 110 位に上昇しない理由につ

いて、当局の見解をお聞きします。（図 4、図

5） 

 

 

①  圃場整備後の担い手への農地集積と課題につ

いてお聞きします。 

 

②  担い手に対する、農地の集積率向上策をお聞

きします。 

 

①  圃場整備事業で整備した道路、水路、排水路

の維持管理として、良好な方法が有るのかお聞

きします。 

 

②  圃場整備においては、砂利道で整備されてい

るが、大型の農業機械のみならず防災上からも

自動車が通る道であり、砂利道を以前の舗装道

路に戻すことをどう考えているのかお聞きしま

す。 
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